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第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
熱
回
収
施
設
設
置
者
」
と
い
う
。）が
当
該
認
定
に

係
る
熱
回
収
施
設
に
お
い
て
行
う
一
般
廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
第
十
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
の
三
第
一
号
及
び
第
十
九

条
の
四
第
一
項
中
「
一
般
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
又
は
処
分
」
と
あ
る
の
は
、「
一
般
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
又
は
処

分
（
第
九
条
の
二
の
四
第
一
項
の
認
定
に
係
る
熱
回
収
施
設
に
お
け
る
一
般
廃
棄
物
の
処
分
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第

三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
な
い
一
般
廃
棄
物
の
処
分
）」と
す
る
。

４

第
八
条
の
二
の
二
の
規
定
は
、
認
定
熱
回
収
施
設
設
置
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
認
定
熱
回
収
施
設
設
置
者
が
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と

き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

６

前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
認
定
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
九
条
の
三
第
五
項
中
「
第
八
条
の
三
」
を
「
第
八
条
の
三
第
一
項
」
に
、「
同
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、「
第
七
項
」

を
「
第
八
項
」
に
改
め
、「
も
の
」
の
下
に
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。」を
加
え
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
九
項
」を「
第

十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
九
条
の
三
第
七
項
」
を「
第
九
条
の
三
第
八
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
八
条
の
三
」
を
「
第
八
条
の
三
第
一
項
」に
、「
第
七
項
」

を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

６

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
（
第
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）の
管
理
者
は
、
当
該
届
出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
計
画
及

び
当
該
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
維
持
管
理
の
状
況
に
関
す
る
情
報
で
あ
つ
て
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い

て
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
の
八
第
六
項
中
「
認
定
」
の
下
に
「
及
び
第
六
項
の
変
更
の
認
定
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、

同
条
第
五
項
中
「
と
き
」
の
下
に
「
、
又
は
当
該
認
定
を
受
け
た
者
が
第
六
項
若
し
く
は
前
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と

き
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
十
九
条
の
三
の
規
定
」
の
下
に「（
こ
れ
ら
の
規
定
に

係
る
罰
則
を
含
む
。）」
を
、「
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
」
の
下
に「（
同
項
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）」
を
加
え
、

同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

６

第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
当
該
認
定
に
係
る
再
生
利
用
の
用
に

供
す
る
施
設
以
外
の
再
生
利
用
の
用
に
供
す
る
施
設
（
当
該
認
定
に
係
る
再
生
利
用
の
内
容
以
外
の
内
容
の
再
生
利

用
を
行
わ
な
い
も
の
に
限
る
。）の
設
置
を
含
む
。）を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

環
境
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
変
更
が
環
境
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
で
あ
る

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

７

第
三
項
（
第
一
項
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
前
項
の
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

８

第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
又
は
第
六
項
た
だ
し
書
の
環
境
省
令
で

定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し
た
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
環
境
大
臣
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
の
八
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三

項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
請
書
そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
書
類
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

当
該
再
生
利
用
の
用
に
供
す
る
施
設

第
九
条
の
九
第
八
項
中
「
認
定
」
の
下
に
「
及
び
第
六
項
の
変
更
の
認
定
」
を
加
え
、同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、

同
条
第
七
項
中
「
と
き
」
の
下
に
「
、
又
は
当
該
認
定
を
受
け
た
者
が
第
六
項
若
し
く
は
第
八
項
の
規
定
に
違
反
し
た

と
き
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
の
規
定
」
の
下

に「（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

６

第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
処
理
の
内
容
又
は
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
環
境
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
そ
の
変
更
が
環
境
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

７

第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

８

第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
又
は
第
六
項
た
だ
し
書
の
環
境
省
令
で

定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し
た
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
環
境
大
臣
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
の
十
第
五
項
中
「
規
定
」
の
下
に「（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
を
同

条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
と
き
」
の
下
に
「
、
又
は
当
該
認
定
を
受
け

た
者
が
前
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

６

第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
の
変
更
を
し

た
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
環
境
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
を

同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第

九
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同

条
第
七
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
場
合
に
は
」
の
下
に
「
、
当

該
産
業
廃
棄
物
の
処
理
の
状
況
に
関
す
る
確
認
を
行
い
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条

第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
第
五
項
」
を
「
及
び
第
七
項
」
に
、「
次
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
次

条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
い
産
業
廃
棄
物
（
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）

を
生
ず
る
事
業
場
の
外
に
お
い
て
、
自
ら
当
該
産
業
廃
棄
物
の
保
管
（
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）を
行
お

う
と
す
る
と
き
は
、
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う
場
合
そ
の
他
の
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合

を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
届
け
出
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

４

前
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
い
産
業
廃
棄
物
を
生
ず
る
事
業
場
の
外
に
お

い
て
同
項
に
規
定
す
る
保
管
を
行
つ
た
事
業
者
は
、
当
該
保
管
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
以
内
に
、
環
境
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
の
二
第
十
二
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条

第
九
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
五
項
中
「
場
合
に

は
」
の
下
に
「
、
当
該
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理
の
状
況
に
関
す
る
確
認
を
行
い
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
七

項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
い
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
（
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い

て
同
じ
。）を
生
ず
る
事
業
場
の
外
に
お
い
て
、
自
ら
当
該
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
保
管
（
環
境
省
令
で
定
め
る
も

の
に
限
る
。）を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う
場
合
そ
の
他
の
環
境

省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
届
け
出
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。
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